
1 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明科支所：☎71-2000(代表) / 明科公民館：☎62-4605 

安曇野市明科中川手６８２４番地１ 

令和３年１１月１８日 発行 No. 68 

第10 回    東平庵 ～燻製体験～   

明科いいまちつくろうかい!! 編集･発行 

http://akashina.net/localinfo/newslisi 

回覧 

Facebook 

 
寶 喜吉  

 

東平庵です。手打うどんや灰焼きおやきの店とし

て、大勢の方々に出会うことが出来て、楽しい時を

過ごさせていただきありがとうございました。廃線敷を

訪れた方々の思い出アルバムも２冊を超えました。

私も高齢になりましたので、店は閉めましたが、昔の

暮らしが懐かしく、東平庵で竹炭を作り、囲炉裏で火

焚き、訪れる人々と潮沢の歴史文化を語って過ごし

ております。地元の学校の生徒の皆さんと灰焼きお

やき、手打うどん体験もしています。 

 

 
今回は初級燻製体験を皆さんにご紹介したいと思

います。燻製の世界は大変深いようです。燻製をい

ぶすときの、あの何ともいえない芳ばしい香りは作る

人はもちろん、その場に居合わせた人々の心まで豊

かにしてくれます。燻製は煙をかけるところから始まり

ます。例としてハム、ソーセージ、たくあん、イカ、かま

ぼこ、ししゃも、チーズ、はんぺん、あじの干物等で

す。時間は４～５時間です。四季の廃線敷を探索し

ながら煙にいぶされて潮沢の一時を体験してはいか

がでしょうか。 

 

東平庵 

安曇野市明科東川手 1754 

TEL: 090-3142-8494 

※体験内容や時間、料金につ

いてはお電話で打合せいたし

ます。 

体験は、月に数回、少人数で実

施しています。内容やお時間、料金

につきましては、お電話にて打合せ

いたします。 

 

昔ながらの囲炉裏 

燻製機(左)とピザ窯(右) 



2 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  明科コラム 

安曇野は山紫水明の地と言われていますが、皆

さんは安曇野での生活をどれくらい楽しんでいま

すか。私は、山は北アルプスの登山、川は安曇野

リバープレイヤーズクラブの役員として山と川を

楽しみ、また、休日には北アルプスの雄大な景色

を眺めながら稲作を行い、安曇野での生活をおも

いきり楽しんでいます。 

皆さんは船で川を下ったことがありますか。私

は以前何回か、万水川、犀川、高瀬川をカヌーで

下ったことがありました。川辺から見てもどの川

もそれぞれに特徴がありますが、カヌーで川を下

ると川の表情の違いを歴然と感じることができま

す。万水川は、御法田付近のジャングルの様な森

を抜け、徐々に川の流れも速くなり、穂高川と犀

川がほぼ一緒に合流する場所に来ると広い川幅と

なり、その直後に高瀬川が合流して大きな犀川に

なることを感じることができます。一方高瀬川は

通常水量は少ないですが、流れの速さは半端では

ありません。カヌーに乗る前から心臓はドキドキ

状態で、川に出てからは、もう流れに従うしかあ

りません。なお、明科の前川は、上流部の中部電

力犀川発電所の放流水が水量の大部分を占めるた

め、人工的な雰囲気は否めませんが、流量が通年

一定であり、初心者から上級者まで幅広くカヌー

を練習することができます。近くにありながら表

情の全く違う川を楽しめるのも、安曇野の川下り

の特徴だと思います。 

 

 

ところで皆さんは安曇野リバープレイヤーズ

クラブの名前を聞いたことはありますか。当クラ

ブは平成 29 年４月に発足した団体で、明科龍門

渕公園の前川で毎年行っている年数回のカヌー

大会を主催しています。その他、地元の小学生を

対象としたカヌー体験会の開催、また、リバース

ポーツだけでなく、令和元年には、今から 120年

前の 1月に彫刻家荻原碌山が万水川を船で下って

初めて東京に出たことを記念して、河川に纏わる

郷土の文化講演会も開催させていただきました。

その他にも、より多くの市民に地元の川を楽しん

でいただくことを目的として、ラフティング(大

型ゴムボート)事業者の皆さんから協力をいただ

き、安曇野市民感謝デーとしてラフティングの無

料体験会を実施しました。他にも計画したいこと

は沢山あります。川に興味のある方は是非私たち

と一緒に活動してみませんか。 

 北アルプスの雄大な山並みに抱かれて安曇野

があり、北アルプスから流れ出た川の水が私たち

の生活を潤し、私たちの文化が築かれてきました

が、川の恩恵は生活を潤すためだけではないと感

じています。山を眺め川を眺めることにより、こ

の地で生活していることのありがたさを感じる

ことができます。皆さんも是非山を眺め、川を眺

めてみてください。そして出かけてみてくださ

い。せっかく安曇野に暮らしているのですから。 

 

河川の楽しみ 
安曇野リバープレイヤーズクラブ事務局 

 請地 誠  

9/11に実施したカヌー体験教室の様子 
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新型コロナウイルスの影響により、下記のイベント等は

中止・変更となる場合があります。最新情報については、

明科公民館(☎62-4605)までお問い合わせください。 

92 

明 科 健 康 づ く り 講 座 

日 時： １１月２4 日(水) 午前１０時～11 時３０分 

会 場： 明科公民館 講堂 

講 師： 斉藤 まさ子さん（上級食育指導士） 

参加費： 300 円(減塩醤油の作り方講習あり) 

申込み： 不要 

 

日 時： 12 月２日(木) 午前１０時～正午 

会 場： 明科公民館 講堂 

講 師： 明科公民館職員 

参加費： 無料 

申込み： 不要 

持ち物： 自身で使用しているスマホを持参してください 

日 時： 12 月 7日(火) 午前１０時～正午 

会 場： 明科公民館 講堂 

講 師： 平沢 重人 (安曇野市文書館長) 

参加費： 無料   申込み： 不要 

持ち物： 冊子「明科の宝」をお持ちの方は持参してください 

日 時： 12月 20 日(月)  

午前１０時～11時３０分 

会 場： 明科公民館 講堂 

出 演： ピアノ  福嶋 るみ さん 

 ソプラノ 柳沢 章子 さん 

参加費： 500 円 

申込み： 不要 

 

日 時： 12 月 21 日(火) 午前 9 時３０分～正午 

会 場： 明科公民館 調理実習室 

講 師： 高橋 清美 さん(元松本広域調理師会会長) 

定 員： 15 人(先着順) 

参加費： 1,000 円 

持ち物： タッパーなど料理を持ち帰りできる容器 

申込み： 12 月 13 日(月)、１４日(火)の間に明科公民館に電話で 

お申し込みください。(受付時間午前 9 時～午後 5 時) 

          ℡: 0263-62-4605(明科公民館) 

日 時： 12月 24 日(金) 午前 10 時～11 時３０分 

会 場： 明科公民館 創作室 

講 師： 細川 留美子 さん 

参加費： 2,500 円(講座受講料 200 円・花代を含む) 

持ち物： 花器・剣山・花ばさみ・新聞紙・タオル 

申込み： 12月 6日(月)、7 日(火)の間に明科公民館に電話で 

お申し込みください。(受付時間午前 9 時～午後 5 時) 

          ℡: 0263-62-4605(明科公民館) 

 

   
学校資料からのぞいてみよう！ 

明科の近現代 93 

年末年始料理講座 
自分で生けたお花を部屋に飾って新しい年を迎えませんか。初心

者の方も経験者の方も大歓迎！花を楽しく生けてみましょう。 

ミートロールのパイ包み、れんこんまんじゅうなど、年末年始に食べ

たい料理を作ります。 

クリスマスソングを中心にアヴェマリアなどクラシック曲まで幅広い歌

を歌っていただきます。みんなでクリスマスソングを歌いましょう。 

「明科の宝」第 9 回目の講座です。今回は、明科地域の学校教育

の歴史、地域の変遷について話を聞きます。 

コロナに「感染しない」「感染しても重症化しない」食事からの栄養の

採り方を学び、健康生活実現に生かしましょう。 

今や生活必需品となったスマホでできること、やりたいことを網羅し

て解説します。 

  福嶋るみ さん 柳澤章子 さん 
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明科いいまち通信へ掲載する記事を募集いたします。なにか発信したい 

内容などがありましたら、是非ご投稿ください。 
 

募集内容 住民のみなさまからの記事・文章・写真・俳句・ご意見など 

投稿要項・投稿する際は必ず氏名・住所・連絡先を記載してください。 

    ・記事内容は、明科いいまち通信編集会議で検討いたします。 

投稿方法 ①明科支所（明科中川手 6824-1）へ持ち込む または 

     ②Ｅメールで送る ⇒ akashina-shisho@city.azumino.nagano.jp 

お問合せ 明科いいまち通信編集担当（TEL: 71-2000 / 内線 760-112） 

・コロナの感染状況が落ち着いてきました。今後感染が増えることなく

収束に向かうことを願います。忘年会のシーズンですがこの 2 年ほど

職場や仲間との飲み会がありません。計算すると 10万円以上飲み代

を使ってないんですね。いつの日か豪華にディナーパーティーといきた

いものです。（や） 

・洗濯物を取り込むときはしっかりと確認しましょう。服を着るとき激臭

を放つ虫を潰してしまわぬように…(実体験)（な） 

明科図書館長 
青木 泰治 

図書館には様々な人が来てくれるのですが、小さい子どもさ

んとそのお母さんやお父さんも多く来てくれます。そんな姿を

みていると、小さいうちから本に親しみを感じてくれていて嬉

しいです。そんな中、司書さんから『子育て応援コーナーを作

りたい』という提案がありました。「頑張って子育てをしている

お母さんやお父さんのためになる本を集めて、展示したい」と。

図書館が入っている「ひまわり」には児童館が併設されていて、

そこを利用するお母さんや子どもたちも多いので、『子育て応援

コーナー』はきっと役に立ってくれるかも。 

 

  

                       

子育て応援コーナーにある本では、例えば『ママにいいこと大全』、『子ども

が育つ魔法の言葉』、『いい親よりも大切なこと』、『子どもへのまなざし』、『お

となごはんと一緒に作る子どもごはん』、『成功する子は食べ物が９割』、とい

うような本が置いてあります。雑誌では『Baby-mo』、『クーヨン』などが参考に

なると思います。また、館内には<お話しコーナー>があり、そこにはじゅうた

んが敷いてあって、ゆっくり本を読んだり読み聞かせを聞いたりするスペース

があります。小さい子どもさんやお母さんに好評のスペースです。 

是非多くの皆さん、ご利用ください。 

 
いいまち通信の掲載記事を募集します 

編集後記 

明科地域文化祭が、11 月 5～7 日の三日間にわたり、開催されま

した。コロナの感染状況が落ち着いたこともあり、大勢の方々が公民

館に足を運んでくださいました。ほぼ例年並みにステージ発表や作

品展示ができたかと思います。今後も社会の変化に対応しながら文

化祭を継続してまいりますので、来年度もぜひお越しください。 

 

〈子育て応援コーナー〉 

〈お話コーナー〉 


